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新
年
度
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高齢等により草刈りや

除雪などに困っている家

庭を支援するお助けクラ

ブは今年度も実施します。 

※利用や申し込みなどの

詳細については別紙チラ

シをご覧ください。 

 

                                       

 
                                         

3366

発行元 

〒029-0431 

大東町猿沢字板倉 57-1 

猿沢地区振興会 /  76-2220 

猿沢市民センター /  48-3366 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

所
長 

菅
原 

吉
寿 

４
月
１
日
に
市
民
セ
ン
タ
ー
に
着
任
し
ま
し

た
菅
原
吉
寿
で
す
。
猿
沢
２
区
に
住
ん
で
お
り

ま
す
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
４
年
２
月
に
東
京
よ
り
U

タ
ー
ン
で

戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
ホ
テ
ル

の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
で
の
カ
ウ
ン
タ
ー

業
務
や
営
業
な
ど
の
勤
務
を
38

年
間
行
っ
て

お
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
を
長
年
経
験
し
ま

し
た
の
で
挨
拶
や
言
葉
使
い
な
ど
は
自
信
が
あ

り
ま
す
が
市
民
セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
、
移
動
研

修
な
ど
の
企
画
、
運
営
、
宣
伝
、
こ
の
よ
う
な
業

務
は
直
接
行
っ
た
経
験
は
あ
ま
り
な
い
の
で
心

配
で
す
が
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
熱
心
な
仕
事

ぶ
り
を
見
な
が
ら
後
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
業
務
の
把
握
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
は
お
さ
ま
り
ま
し
た
が
自
然
災
害
な

ど
は
常
に
何
処
か
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
先
日

も
大
船
渡
で
山
林
火
災
が
あ
り
ま
し
た
が
対
岸

の
火
事
と
思
わ
ず
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。
地
震
、
台
風
、
水
害
も
同
様
で
す
。

セ
ン
タ
ー
は
災
害
時
の
避
難
の
拠
点
に
も
な
る

の
で
そ
の
機
能
を
十
分
に
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。 

猿
沢
地
区
も
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
現
状
打
破
、
打
開
策
は
見
つ
か
り

ま
せ
ん
が
猿
沢
の
昔
な
が
ら
の
風
習
や
習
慣
な

ど
少
子
化
だ
か
ら
こ
そ
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

東
京
か
ら
38

年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た

が
近
隣
の
皆
さ
ん
か
ら
は
温
か
い
言
葉
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
又
色
々
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
、
や
は
り
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷 

猿
沢
に
、
皆

様
に
、
幸
せ
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
に
、
笑
顔
に
な

っ
て
頂
く
よ
う
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
頑

張
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長 

菅
原 

吉
寿 

  

が
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。 

猿
沢
地
区
も
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
現
状
打
破
、
打
開
策
は
見
つ
か
り

ま
せ
ん
が
猿
沢
の
昔
な
が
ら
の
風
習
や
習
慣
な

ど
少
子
化
だ
か
ら
こ
そ
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

東
京
か
ら
38

年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た

が
近
隣
の
皆
さ
ん
か
ら
は
温
か
い
言
葉
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
又
色
々
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま

し
た
。
や
は
り
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
猿
沢
に
、
皆

様
に
、
幸
せ
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
に
、
笑
顔
に
な

っ
て
頂
く
よ
う
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
頑

張
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

  

猿
沢
地
区
振
興
会 

 

会
長 

千
田 

泰 

猿
沢
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま

す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
よ
り
猿
沢
地
区
振
興
会
の
諸
活
動

に
格
別
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
お
陰
様
で
令
和
６
年
度
に
計
画
さ
れ

た
事
業
は
ほ
ぼ
滞
り
な
く
実
行
で
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
年
度
は
菅
原
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
を
迎

え
新
た
な
気
持
ち
で
局
員
一
同
張
り
切
っ
て

業
務
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導

ご
協
力
を
賜
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

お
助
け
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
昨
年
度
立
ち
上

げ
た
「
猿
沢
カ
ー
シ
ェ
ア
会
」
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
、
空
き
家
対
策
や
農
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

修
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
向
け
皆
様
の
知
恵
を

お
借
り
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
見
直

し
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
若
い
世
代
の
皆

様
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、
猿
沢
の
未
来
が

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
内
容
の
計
画
書
が
ま

と
め
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
、
新
年
度
に
当
た
り

挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
着
任
の
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大募集！ 

 

お助けクラブ 

 

 

 

高齢等により草刈りや除雪な

どに困っている家庭を支援する

お助けクラブは今年度も実施し

ます。 

※利用や申し込みなどの詳細

については別紙チラシをご覧く

ださい。 

 

 振興会だよりと市民

センター広報を一つ

にまとめました。 

 地域の情報をたくさ

んお知らせしていきた

いと思います。 

作業員・利用者 
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春
休
み
期
間
中
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
す
い
と
ん
作

り
や
が
ん
づ
き
作
り
、
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
作
り
に
英

語
の
学
習
と
イ
ベ
ン
ト
盛
沢
山
で
楽
し
い
春
休
み
を
過

ご
し
し
ま
し
た
休
み
期
間
中
の
に
こ
に
こ
児
童
ク
ラ
ブ

は
４
月
５
日
（
土
）
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 
猿
沢
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る

「
猿
沢
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
は
平
成
28

年
に
５

か
年
の
第
１
期
計
画
を
策
定
、
そ
の
後
令
和
２

年
度
に
見
直
し
を
行
い
、
現
在
は
第
２
期
計
画

書
（
Ｒ
３
～
Ｒ
７
）
に
基
づ
き
地
域
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

策
定
か
ら
10

年
の
一
区
切
り
を
迎
え
、
今
年

度
は
今
後
５
か
年
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
具

現
化
の
た
め
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。 

 

つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
「
ま
ち
づ
く
り
委

員
」
を
募
集
し
ま
す
。
各
自
治
会
か
ら
す
で
に
推

薦
さ
れ
て
い
る
委
員
の
方
々
、
理
事
の
方
々
と

一
緒
に
、
時
代
の
変
化
に
適
応
で
き
る
、
明
る
い

未
来
の
猿
沢
地
区
を
目
指
し
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

・
募
集
期
間 

５
月
20

日
（
火
）
ま
で 

・
応
募
方
法 

電
話
４
８―

３
３
６
６
又
は
口

頭
に
よ
り
振
興
会
事
務
局
に
お
申
し
出
願
い
ま

す
。 

・
募
集
人
員 

５
名
程
度 

・
募
集
対
象 

地
区
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
自
治
会
推
薦
委
員
は

除
き
ま
す
。 

・
そ
の
他 

任
期
は
令
和
７
年
６
月
か
ら
令
和

８
年
３
月
ま
で
と
し
会
議
は
３
回
程
度
（
夜
間
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
２８

年
４
月
、
地
区
の
要
望
か
ら
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
さ
ん
に
ご
支
援
い
た
だ
き
設
置
し
た
県

交
通
千
厩
盛
岡
線
猿
沢
バ
ス
停
付
近
の
待
合
室
「
陽

照
待
合
室
」
で
し
た
が
県
交
通
千
厩
盛
岡
線
の
高
速

バ
ス
廃
止
に
伴
い
こ
こ
数
年
利
用
者
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

待
合
室
の
建
物
自
体
は
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
る

状
態
な
の
で
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
の
募

集
を
行
い
ま
し
た
が
応
募
が
な
か
っ
た
た
め
、
今
後

の
管
理
と
活
用
方
法
の
検
討
も
含
め
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
、
陽
照
待
合

室
は
３
月
27

日
に
移
送
い
た
し
ま
し
た
。 

設
置
か
ら
９
年
に
渡
り
土
地
の
無
償
契
約
と
草

刈
り
等
の
管
理
も
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
及
川
篤
様

（
２
区
）
、
設
置
か
ら
撤
去
ま
で
全
面
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
日
頃
、
清
掃
や

見
守
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
清
水
川
自
治
会
の
皆

様
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
し
ま
し
た
。
春
休
み

期
間
中
の
に
こ
に
こ
児

童
ク
ラ
ブ
は
４
月
５
日

（
土
）
に
無
事
終
了
し
ま

し
た
。 

令
和
７
年
度
第
１
回
「
農
」
を
考
え
る
事
業
は 

「
園
芸
研
修
」（
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
） 

日
時 

５
月
16

日
（
金
） 

８
時
45

分
～
１７

時 

場
所 

花
工
房
ら
ら
倶
楽
部 

（
雫
石
町
）
へ
の
移
動
研
修 

※
参
加
費
や
締
切
な
ど
の
詳
細
は
別
紙 

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

見
守
り
を

し
て
く
だ

さ
っ
た
清

水
川
自
治

会
の
皆
様
、

心
よ
り
感

謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

懐かしい当時を思い出す
開所式の写真です    

（
土
）
に
事
終
了

し
ま
し
た
。 

 

４
月
15

日（
火
）

21

４
月
15

日（
火
）

に
猿
沢
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
の
、
郵
便
局
長
杯

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
が
開

催
さ
れ
21

名
が
参

加
し
ま
し
た
。
優
勝

は
下
記
の
皆
さ
ん

で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 
左から及川米元さん、佐藤クニさん 

及川モト子さん、菊地和夫さん 
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春
の
定
期
人
事
異
動
に
伴
い
、
猿
沢
地
区
に
も
新

し
い
出
会
い
と
お
別
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
敬
省
略
） 

◇
転
出
者 

猿
沢
保
育
園 

主
任
調
理
員 

畠
山 

幸
子 

 
 

 
 

 
 

（
一
関
市
立
千
厩
保
育
園
） 

保
育
士 

永
澤 

康
子 

（
一
関
市
立
摺
沢
こ
ど
も
園
） 

会
計
年
度
任
用
職
員 

 
 

 
 

 
 

 

保
育
士 

菅
原 

二
見 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
関
市
立
渋
民
保
育
園
） 

 
 

 

猿
沢
小
学
校 
教
論 

小
野
寺 

里
美 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
関
市
立
大
東
小
学
校
） 

 
 

 
 

 
 

 

教
論 
菅
原 

和
香
子 

 
 

 
 

 
 

 

（
奥
州
市
立
江
刺
ひ
が
し
小
学
校
） 

 
 

 
 

 
 

 

教
論 

山
田 
愛
香 

 
 

 
 

 
 

 

（
久
慈
市
立
小
袖
小
学
校
） 

猿
沢
診
療
所 

事
務
長 

平
野 

達
哉 

 
 

 
 

 
 

（
千
厩
支
所
） 

 
 

 
 

 
 

主
任
看
護
師 

小
原 

若
葉 

 
 

 
 

 
 

（
室
根
診
療
所
） 

 

猿
沢
郵
便
局 

局
長 

小
西 

将
介 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
関
台
町
郵
便
局
） 

◇
転
入
者 

猿
沢
保
育
園 

主
任
調
理
員 

高
橋 

美
穂
子 

 
 

 
 

 
 

（
一
関
市
立
室
根
子
ど
も
園
） 

 

【人事異動による転出・転入のお知らせ】 

 
 

 
 

 
 

保
育
士 

熊
谷 

早
紀 

 
 

 
 

 
 

（
一
関
市
立
東
山
こ
ど
も
園
） 

猿
沢
小
学
校 

教
論 

小
松 

園
恵 

 
 

 
 

 
 

（
一
関
市
立
川
崎
小
学
校
） 

 
 

 
 

 
 

教
論 

熊
谷 

竜
彦 

 
 

 
 

 
 

（
宮
古
市
立
千
徳
小
学
校
） 

 
 

 
 

 
 

講
師 

百
々 

景
子 

 
 

 
 

 
 

（
一
関
市
立
花
泉
小
学
校
） 

猿
沢
診
療
所 

事
務
長 

鎌
田 

健
治 

 
 

 
 

 
 

（
千
厩
支
所
） 

 
 

 
 

 
 

主
任
看
護
師 

三
浦 

理
央 

 
 

 
 

 
 

（
室
根
診
療
所
） 

猿
沢
郵
便
局 

局
長 

畠
山 

暁
子 

 
 

 
 

 
 

（
薄
衣
矢
作
郵
便
局
） 

ご
退
職
、
転
出
さ
れ
る
方
々
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
異
動
先
で
の
更
な
る
ご

活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
転
入
さ
れ
た
皆
様
、
心
よ
り
歓
迎
し
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

大
東
支
所
市
民
福
祉
課
か
ら
配

属
に
な
り
猿
沢
出
張
所
の
窓
口
を

担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

久
美
さ
ん
は
猿
沢
在
住
（
８
区
）

の
方
で
す
の
で
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

願

い 
い

い 

し

い 

小野寺 久美さん 
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猿沢保育園（入園３名） 猿沢小学校（入学７名） 

区 世帯数 男 女 合計 比較 うち外国人男 うち外国人女 うち外国人合計 比較

１区 55 68 74 142 -3 0 0 0 0

２区 39 46 40 86 4 0 1 1 0

３区 65 80 73 153 0 0 1 1 0

４区 49 74 71 145 0 0 2 2 0

５区 31 34 48 82 0 2 4 6 2

６区 36 46 44 90 0 0 0 0 0

７区 35 52 43 95 0 0 1 1 0

８区 52 60 64 124 -5 0 1 1 0

９区 23 27 34 61 0 0 0 0 0

１０区 49 56 55 111 -2 0 0 0 0

１１区 84 104 106 210 -3 0 0 0 0

１２区 35 43 40 83 0 0 0 0 0

１３区 17 21 22 43 0 0 2 2 0

合 計 570 711 714 1425 -9 2 12 14 2

猿沢の行政区別人口と世帯数
　3月末現在
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５
月
２
日
（
金
）
保
護
者
説
明
会
（
子
ど
も
教
室
） 

 

５
月
８
日
（
木
）
子
ど
も
教
室
ス
タ
ー
ト 

 

５
月
15

日
（
木
）
猿
沢
地
区
振
興
会
総
会 

 

５
月
16

日
（
金
）
農
を
考
え
る
①
（
雫
石
） 

 

５
月
24

日
（
土
）
猿
沢
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
総
会 

 

５
月
26

日
（
月
）
行
政
区
長
会 

 

５
月
27

日
（
火
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
① 

おばんですいわておばんですいわて

が「なに～か・あ～る」に？ 

た
だ
く
い
い
機
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
今
後

の
活
動
も
楽
し
み
で
す
ね
！ 

猿
沢
カ
ー
シ
ェ
ア
会
で

お
花
見
ツ
ア
ー
を
２
回
に

分
け
て
企
画
し
、
１
回
目

を
４
月
14

日
（
月
）
に
開

催
し
、
10

名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

当
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
し
た
が
、
舞
鶴

の
湯
へ
行
き
、
日
頃
の
疲

れ
を
癒
し
ま
し
た
。 
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４
月
５
日
（
土
）
、
自
主
運
営
と
な
っ

た
、
「
な
に
～
か
・
あ
～
る
」
の
４
周
年
、

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 こ

の
日
は
な
ん
とN

H
K

の
ニ
ュ
ー
ス

情
報
番
組
「
お
ば
ん
で
す
い
わ
て
」
の
取

材
が
あ
り
、
４
月
11

日（
金
）

に
テ
レ
ビ

で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
突
然
の
取
材
で

驚
き
ま
し
た
が
、
岩
手
の
皆
さ
ん
に
「
な

に
～
か
・
あ
～
る
」
の
活
動
を
知
っ
て
い

た
だ
く
い
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は 

お花見会を満喫♪ 

 

猿
沢
カ
ー
シ
ェ
ア
会
も
自
主
運
営
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
活
動
の
様
子
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
♪ 


